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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月18日(2020.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　線維症の処置での使用のためのインターフェロン－ラムダを含む、医薬組成物。
【請求項２】
　前記インターフェロン－ラムダは、ＩＦＮ－λ１、ＩＦＮ－λ２、ＩＦＮ－λ３若しく
はＩＦＮ－λ４又はこれらの機能的模倣物である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記機能的模倣物は、ＩＦＮ－λ１、ＩＦＮ－λ２、ＩＦＮ－λ３又はＩＦＮ－λ４の
断片、バリアント又は誘導体である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
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　前記機能的模倣物はペグ化されている、請求項２又は３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記機能的模倣物はペグ－インターフェロンラムダ－１ａである、請求項４に記載の医
薬組成物。
【請求項６】
　前記機能的模倣物は抗体である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記機能的模倣物は低分子化学物質である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記インターフェロン－ラムダ又は機能的模倣物は、インターフェロン－ラムダレセプ
ターを活性化させる、請求項１から７までのいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記線維症は腎線維症である、請求項１から８までのいずれか一項に記載の医薬組成物
。
【請求項１０】
　前記線維症は肺線維症である、請求項１から８までのいずれか一項に記載の医薬組成物
。
【請求項１１】
　前記線維症は小腸線維症である、請求項１から８までのいずれか一項に記載の医薬組成
物。
【請求項１２】
　前記線維症は皮膚線維症である、請求項１から８までのいずれか一項に記載の医薬組成
物。
【請求項１３】
　前記線維症は肝線維症である、請求項１から８までのいずれか一項に記載の医薬組成物
。
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